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名古屋市蓬左文庫

Nagoyashi Hδsabunko 

｜展｜示直｜ょj,, I 

血東 洋の古
11. 6 （土）～12.19（日）

「 l~l典」 とは文字通り 「 ， 1 ；ぃ~J~終」 という意味であるが、 「古い~l~.liff」はすべて 「古典」かというとそ

うではなくて、長い年jlにわたる批判に耐えて伝存し、多くの人々の模範となり、また愛好されてき

た、 言わばMi時代fl(J な衿：j£や作1'1111 をさしている。「111~1~」 といえば、 ii¥'tf'l:Jや『アラビアン・ナイト』

あるいはホメロスやシェークスピアのものが災存なくあげられるし、 rj'i到の凹：pi:（大学・中打If.論語・

円If,（氏物語』も誇るべき世界的名孟チ）JJ~椛 （易経 ・ ， I ｝：椛 ・ 持続 ・ 札記 ・ 存秋） や日本の rTJ葉集』

比である。

東洋 （ここでは1!1l :EI ・，：v打（ヴ； ． 日本 ） は、世界各問のうちでも、 111典絡の~－I与さと残存起i；品の多さに

おいて、 13をみはるものがあるが、今凶はその中から、わずか一部にすぎないが、 50艇を選んで展示

7・弘、β？附沼町、，
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古今列女伝 l明・万麻15年刊

することにした。東洋の下i~l~に，悦しんでいただこう、 というのもねらいのひとつではあるが、 「，1;VIむ

といえは．多くの解説書や制哀lj本で利介され、それらの内科については周知lのものも少なくないので、

今回は,fill,,,Jを変え、 「11J)J~」への外fl!IJ からのアプローチを試みた。 すなわち 、 「 ， 1 ，・ ~I~」の伝存めされ

）］を実物（111 ｝！.：：）によってm＼解していただけるように配！！.Ii:した。具体的には、 ＇.！f,-j,,: （手刊さの本。｜’l

市本をも含めて手：I ｝：ーさの本はすべてみ．本という）と版本（印刷本）のバラエティと、その！艮~の制介

ということになるが、特に東洋はよ1lくから印刷l文化の発注した地域であり （rl I [£1では約 1千年1jljから、

初Jf((f：ではがJ900年前、日本ではがJ400年 rillから、本給的な 11',I以前助が行われた）、「，11·りI~」を一般に作1え

させ（r 111・ .v1~」を「111 ~I~ Jたらしめ）、かつ後世に伝存するのに大きな役；lfljを来しているので、この）j1f1i 

に若干ill:きを世いた。また、 1-IJ,1：：・について一般的な周fijl(をうながすため、装言］の歴史などについても

解説を加え、 7l;:j1｝：に｜共lする知識が不充分な）］がたにも旦l¥Wf,しやすいように心がけた。今凶の）J｛ノJ；は、

本文wとしても初めての企阿で、 汁17 ~ 1 ：：入門H の－JJ)J ともな jLぱ 3；ヰいと思う 。

「手稿本 （｜’｜《ftf，：＇内）
「 自筆本→
｜ 」 清（浄）書本

写本ーイ
｜ 「臨写本
L転写本」 (Ji~;j，； を Wilこ；；1[

」影写本
(I氏本の iからしきりし）

「木版

l 整版ート銅版

版本斗 」石版

｜ 「金属（銅）活字版
」活字版→

」木活字版
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「東洋の古典」出品目録 付．用語解説

I.装訂の種類と変遷
lr(ltlん.，.，ん皇 λ

I .巻子本 （巻本ともいい11411に制iや紙を巻きつけ

た古い If~の本。 ｝古代 ・ 奈良 H年代の代表的装訂）

侍~1~~洋要揃広相究氷元年(1624 ）写

金沢文庫本複写 10巻10制h
Ill. t・令ふ弓

2.折 本 （中市装本ともいい、巻き物を初めから

同じ幅に折り目：み、前後に表紙をつけたもの）

大唐西域求法高僧伝 ),If・釈J受i'H

II.本の大小

11.特大本 （大本よりもさらに大形の本）

徒然1江 古Li.I,lit好江戸初J~j '.l:j: 2 fl甘

12.大 本 （美泌本とも。美it~4~J二つ祈りとBsflj)
｛ヲト勢物討f 宝！符6年(1756）干lj 2 fl甘

13.半紙本 （半紙二つ1Jr"7 As'l~J ) 

主！；学科袋.iJ』釈＊・占JI））平際主lllf時代：L/ 3 iiサ

14.中本 （大本半校）

日本 ・慶長19年(1614）干IJ(宗存版）2巻 2帖 遊1111館抄元怯3年（1690）干lj 4 lilt 

3.詰峯装 （命説装とも。料紙を二つ折にして蚤 15.小 法 （半紙半紋）
i;).令せ、折自の苦II分を仰i付けしたもの。日1似i

本は折本の？？を糊付けしてある。古代～1:j・1t.止

の裟訂で:fJl.存のものは少ない）

古 ~J~記 工~柘i寺本絞製刊（ ll{Hi l ) 3巻3山lj

4.綴葉装 （胡蝶装のー純。M枚かの料紙を重ね

て半折一括りとし、数抗りを糸て’｜人l外から綴じ合

せたもの。平安rj1JU!t!iからのi1-1-=H~ l’｜の装訂）

(1人一首 藤原定家制 iC戸 rjiJ~I写 1 Jji,lj 

5.大和綴 （右端を二ヶ所村iぴ＊Jiにしたもの。 日

本11！「！の袋訂て司王安米JUI可iの巡－，＇；，＇，も残存）

校正古4JHi己M訟法／／；－校 tVJif18Ji三千lj 3巻 3i!U・ 
6.包背装 （くるみ表紙とも。半折した料紙を霊

ね、イ，~おをこか所下総し、ぷ紙でくるんで－，＇ 'f

を糊付けしたもの。 7己 ・ lリ I ！~の代表（I包装訂）

米浅日談鈷 IVJ.周ft,H光 ilM11'i16年(1537)1子刊

16巻Hit

7.袋 綴 （線装本の日本での俗科、。表袋別々に
表紙をつけ布端を 4・5か所糸でおiじたJi止も

作ibi(l(J~・ 4主訂）

千l縫却 材ff.＇；・：純以等兵：

；；｛；ノk2～lりlifl 13.ij汁：11 70制~35111]·

16.特小本 （小本よりも さらに小形の本。Fili珍本、

r(J ~fi-1>；、ヰイ正 、 芥子イ玉、寸J·珍,j：.：とも）
西刈j遊覧志 lりI.llJd，（成撲 lりI-HJ 12巻 6lilt 
17.耕形本 （ほぽ正方形の,j:.:)

空総！物語 江戸初期i写 20Jji,1j 

18.横本 （縦に比して捌iが長い-1:.:)

しぐれ iJ.:ri初期l写奈良絵本 5 fl甘

19. 縦長本 （備に比して縦の長さが村に長い本。

ii'iMの1,tH:.:<i1'i·~o 1仕立〉や制！！.！￥：本などに多い）

ii今夕IJ-f;:f云泌・劉jl1J撲

lリ1・万暦15.i下(1587)llJ 8巻3fill・ 

（ 参巧 ・ 則的ー本）束文選制l~tY'111i吊’ j·：版 6411甘

III .写本（紗本）のいろいろ（日本）

20.平安前期

j則元状 ・！主ヰ7銘 ・金｜削般若経14f-J巡j

務〈宅ilthl:: ll{{f!J 9年尚，1，会後製 l •M1 

保JC-'11ifl物語パーかな本 i先長年Iill’1i: 5 :{f; 5 !IU・ 21 .平安中期

8.線装本 ( ！－.~己と 同じだが、），If本は＂＇央のとじ l片今和歌集 紀n之等制 ！ぷ ・if糾；t行1ix・r1:
11のIii！附が炊い場令がある） Fli （桜裂） 1111,1, 

も詩t.i：疏 （十三札ii：疏の内）

lりI・i及川社JFIJ,j:.: 20巻

9.同・康照綴 （i1'if~W1.~同三川のr1J-1：.：に多い線装の

一純。 角のまくれが｜坊げ、装fiili（ドJて’もある）

牧前初学柴詩；.t ;,・;・ . i主 .u~益J巽

Fl ,j，： ・1りlif1I6年刊 20巻14111t

（参巧）往生至袋抄安政6年！：リ 2巻 211甘

10.朝鮮綴 （線装のー純。料,j.:< ~Oli(!f ,j.：）は大形が

22.平安後期

,J，話路 *i.e-1:.:絞裂 ll~{fl I 5 if. !'IJ 1 1M1 

23.鎌倉時代

ilfi！氏物MHたけiuJ)

24. 同

J,lf 鈍巻4

25.室町時代

述；；炊延他抄 杭il'i'i代jトI&

(L; ・ I保／~Cl'~’求不 l 1l¥1i 

Ji~UJ;\1：£純 1 111,1,

多いのでとじ11は5つ、鮮やかな縦糸が特徴的）

内訓制鮮 .11~｛.＇J.o: El百J緊 26. 同

朝鮮銅if；’f:/:li 3巻Hit

lりi応5年（1496）乃花1・1'ji;,j:.:) 1 11甘

反五s訓11t米J少 1 lilt 

内
ぺ
U



27.江戸前期

三河物語 大久保忠教 j；かな 4~ 3巻4Hit 

28. 同

日本：！？紀判l代巻慶長14年(1609)'.LI 2巻 2flit 

29.江戸中期

以i~ljiffa鈷 J~ 茂』w~1 l’ 1 "°1\4~ 5 IIせ

（参考）’仙のさうし巻下奈良絵本 lillt 

Q r!•i:EI ・ •:VJ鮮の写本
｜！甘！仔元f色 （1りi写） l,'[ ,1：：千字文 （1リl・隙元労第）

削鮮人l泊三11:01.：断抄）
’iJfill;¥'ft 以1ilJの'.Lj'.ノドを特に，t;1j'..-j.：という。

N.版本（刊本・印本）の種類と変遷

一一一日 本一一

30.奈良時代の印制 （現存以ー占のfi!fi白11：ある印刷物）

行万1蒋ド立総尼 天王Ii宝こI：～事，，議i片手年11¥Jll]
(770年頃）

昭和 5年政製 〔10巻〕

31.春日版 （平安末から鎌:lilk'f代にかけて、衆良

の.＼！！~柄、Tで Iii版された経典の称。終版〈一枚

の.f'Jiに文字や画をはりつけて印刷したもの〉）

大般米j皮桜密多経j,!Hf・I時代干IJ(室lllT後l1：リ） 1 ·t~h 

’ほかに，：・：m・版、；法山！以などがある。
32.五山版 （鎌介室II円II寺代に京行II・鎌合のJi.山を

小心に、初fNによ って山版されたもので、宋

・元l阪の復主IJまたは政倣したものが多い）

:U；千家註二分~Ji社工背II詩永和 2 年 （1376）刊25巻13冊

33.室町時代の整版

政采法数応永17年(1410）刊周lりi大内版l巻111甘

34.キリシタン版 （台所王子本 〈近世初期l以前の活

’I：本〉の－H¥，西l放の前守二1:p刷術がキリスト

教の伝道すiにより将米したもの。 天l，＇•：を初jめ

とし、長崎 ・；支店IIなどで出版された）

こんてむっすむんち 大正10年波製

（慶長15年版） 1il仕

35.嵯峨本 (,11活字本のーやflo~X：峨において本阿

')ii；、光悦〈光悦本〉・角：（t了以 〈角倉本〉によ っ

て出版された活字本の総紘て＼優雅な平がな

木前字を多く使用）

方丈記 'I弘長l!fj 慶長年!ill干I] 1 Jilt 

36.駿河版 （徳川家肢が駿！符に退限後、初めて銅

活字を用いて出版させたもの。 「大蔵一覧集」

と「~Wi'~治安」のニ航。古前字版）

大蔵－~l柴 慶長20年(1615）刊 11巻11冊

（参考）古活字版としては上記の他に、伏見版

〈徳川家康の木活字本七種〉秀頼版 〈盟医秀

頼による木活字版「帝鑑図説」〉宗存版〈伊勢

山印の法楽院の僧宗存の元利年間の出版物〉

要法ミ年·J坂 〈京 r.is~法寺の :Ji版物〉 等がある 。

砂ヨーロ戸、系と4列車干系に別れるが、後者が主ifilを，1；めた。

37.江戸前期整版

伏衣 ノ向ι3年（1654）刊絵入本 161111" 

38.江戸中期整版

八代JI~ 140巻 8lilt 

39.江戸後期銅版

医qr~蛇紛；j附図文化 5年(1808 ）刊恒l徐立版 1 1µ,1;

’S同！阪のt主体jはこのころオランダからIiミdとした。

40.江戸後期多色摺

森色ff1jリよ与美為ii<：？手水天保3年（1832）刊

4 制~121111"

~ ~·）＇.－t！！：絵の·；＂；·及にとらない、色j~lj本ら発注した。

（参巧）江戸末期活字本・・・4必本モくしげ

尾~wリ］倫堂版…i洋1'｝：治安 （ ~＇.~）~反）

刊Hi~· 医仇 （柄下版 ）

一一中 国一一
r! • I玉｜で与の印刷の起ilfi（は別総て1・いが、ぽ代の印刷l
i立品から批定してμ（・r代（581～618）以前といわれてい

る。ここでは印刷術が長尾の進歩を遂げた末代以降

の:Ji版物の恭二｜二を展示した。

41.宋版 （宋刊本）

森秋／..i：氏背w 令沢文l•lf 本）j（~1:p 〔 ll(Hil 〕 1 巻 2 lilt 

42.元版 Uc刊本）

｝）興JJ券 ~'.i'. 宋 ・枕吟際 70巻151111"

43. 同 怜林；移転玉元 ・成Jtm i 111t 

44.明版 (l!J-J刊本）

J名古印ITT\＇（朱印本） ・ 2終決印範rn~印本）6il甘・ 51111"

45. 同

三国志伝通俗i~（義 元 ・総本撰 UJJ・万麻

19年 (1591）刊僻図本 （絵入本） 12巻 6iiけ

（参々 ・lりl古活字版）築物誕苑 18巻 6Hit 

46.清版 (h’f干lj本）
西逝：r.rnモ 〔西遊記〕 術図本 2011仕

（参考） 凹J!Ji.全型・fltj明目録 21巻12illt

一一朝 鮮一一

~VJ鮮印刷文化の一大特色として、金属治字の発UJJ

があげられるが、これはグーテンベルグよりもはる

かに古〈、商関末期 (14世紀後半）以降、すぐれた

活字本が刊行された。ここでhは李紗！の古r,1－字本を中

心に、朝鮮－~~！特の出版物を紹介する 。

47.古活字本 李太白詩 26巻15情

48. 同 十七史詳節i 1516年干lj267巻6011仕

（参考）古論選木活字本 1巻 1ii仕

49.古刊本（挫版）楽学軌範 1493年探進

帯図本 9巻3illt

50.陰刻本 歴代君臣図像李朝j初期刊，；fl¥'図本

2巻2附
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コラム ー

L己保：.p：務｝..）l立、 lリiifl 2年 (1869）のいわゆる版絡奉

迎にともない、 j毛 •JKr洛（名古屋端）の’1\ fl!IJや '.il!flil ］が大

会〈改正されたとき、新たに設けられたもので、従米

の番ブJ（ばんかた。大番 ・ 新番 ・ ·＇·＇~~りなど）に代わ

って、 i'IJεJ・;.十rcr1

れた。 しかし、川4年には廃稀世り『Lが実地さjL、まも

なく陪'.ii（の所信；となって廃止に至ったため、 tFイ1:JUJll¥J

はきわめて生＼i.＜、したがってこの印の用f§ljも少ないが、本文仰の11＇：北Ll}:1j Iでは、名村jじ義訳ill「歩兵

蓬左文庫の蔵書印

「 lf,11~＋務J..Jr:ilJ 
その1I. 「I _J 

I NJ川氏 1尚）；反」

織 J克三自I)

／な，I｝：」＜1O{!:10 lllJ・ ・ ;;1；永年／llJ"I＞などにみられる。正！］の形状は、たて ・よこ共に 5.8cmの｝j印である。

なお、＇.op：務），，）は、 r,1¥hUJ1li三の}Lにあった維の＇F刻家主l広瀬＇F人正のl五敷が充てられ、イギリス式
ないしフランス式のFJJIJが採JIJさjLたようである。

っさに「他川氏jぬ ）~Ii 」 niは、他川家の械工I｝：を刊行するに当た って JIJ いられるもので、政？！？印とは

ややwなるが、いちおう、 1:11,it.'.のひとつとして加えた。 1=11~ ： ,j は蝋打、たて9.8cm、よこ9.3cm、ほぽ

)j Jf3のJ:1¥1n:=11（徳川尖f1/:j ft'!"; J)l II取）で、本文；J1Fに｜刻するもののなかでは11止も大きい。この印は、もっ

｜’：ll本などにみられる なお、 1ili日

の｜’：il,i己はIJ;(.J・j凶りであるが、後ti・

のJ持介はーまわり ~fri小されている。

（主Jr.立；1札 「 L己 •Jj~ ＇oiJ：務！日jGil」

壷

ωけり

蓬左文庫に新館が完成．ノ

l 7il' Iにわたリ、見£／＇：＜ J,1}'ftfiの二｜；告にfjf：設されておりました法ぶ文Jollに、このj立新飢 （点図i＇｝白f¥11Ej

附、｛！と川 l~i lI人J) が完成しました。l'i:弔問，I｝：を砂！な： ・収1みするため、約一年間、主主物を乾燥させ、 ll{l

干1158年lOJJ1 LIに！日.JNiの （－／じです。なお、今年

山 lj• は .EJlイl：の地＂交において｛北米.iU1 1）業務を行い

ますが、米年j主（ 4～9 IJ）は移転のため、し

ばらく休館させていただきます。こ’迷惑をおか

けしますが、ごW1/Jをお1§.J[~、いたします。

蓬左文庫新館

鉄筋コンクリート31術主主（！」－：1r1ifl'1303111のべ898川、）

1附…・…・ー閲覧本 .・j・；｛万本 ・会議己主

2・31；汗ー・・01}: Jojo' 
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出版物一覧

名古屋市注左文雌j英持分 ~(i 目録（s .50年ーl!J) 3, 500円
名古屋市経左文／~！図書分rn 目録（s. 51年一fl]) 4,000円

名古屋市注友文Jil!古文i~）：古絵図目録（s. 51年’HJ) 2 , 5 00 I IJ 

尾崎久弥コレクション目録第一～三集

( s .52～55年「lj）各 1,500円
名古屋殺計（正樹）索引 ・総目録（ S.53iJヰlj) 2, OOQP.J 

名古屋被舎統制索引（s .47年Tlj) 
名古屋抜書続編総目録（s .44年刊）
善本解経j図録第一一三~（s .55ij三再版）
遜左文庫重要文化財図録（s. 52年干lj)

日本の古典〈溢1.r.文庫図録＞（s. 52年ー＇Fil)

700PJ 

400円

谷 300円

200 P~ 

200IIJ 

j釜左文H<・ iltil氏物語図録（s .53年刊） 300円

蓬左文庫所蔵古地図複製（s .55～57年刊）

No. 1～No.10 各 1,800円

No.11 （尾張芝、付図）丹羽郡 1, 800円

名古屋筆書三編第12巻（s. 56年刊） 3,000円

同 第8巻（s. 57年刊）

張州年中行事紗他二編 3,000円

同 第16巻（s .57年刊）

横井也有全集上 3,000円

同 第19巻（近刊）

物品識名他三編 3,000円

女以上の出版物は、本文l!II -!.Jq主主においてliii布しています。 郵送局－望の｝） は ~qi送料が必要ですので、お I{}]L、イ干

わせ下さい。（ただし、古地図似製は郵送不可）

＊本文hi!所蔵甘；.t也図の村役Jな絞製を作成し、 Jむ望者にはliii布しています。

＊「名古屋叢主｝三制」（20巻 ・付1巻予定）の第l～3回配本をliii布q:iです。次｜叫配本（m19巻、物，＼／，識r.他）（立、
II ｝~ 10日頃から頒布いたします。

C> C> C> 利用ご案内 寸寸寸

［＞開館時間 午前 9II寺30分～午後5II寺

［＞休館 日 勾．月 111'11日・第3金11111：日（館内経理1:1)

I B~に敢なる場合Ii 日時間館、 H ・ 火｛;l.;!ii\
祝日 l ・1 

\HB~ II 月・火｛.Ui¥ I 

年末年始 12/27～1/4 

［＞開 覧 館内に限I）、館外貸し出しはいたしません

（｜剣覧料）普通図持無料

重要図書有料（ 1者11100円）

b展 示 常時蔵書の一部を展示

（特別展を｜徐き入場無料）

［＞復写サービス 普通図書のうち 、 保存」：；；！j~＜のない

名古屋市蓬左文庫

〒461r. ,J:1屋市東区徳川llfTlOOl番地
宮（052)935 2173 

(Tllノ
l」」 lコmr及£ 500円1 

D=  ものについて複写サービスを行いま

す。その他、マイクロフィルムの利

用、 '-9-兵槻）；与の申請を受付けますの

名古屋市蓬左文庫
，，』，、ス
llT：／＼崎清l

号、山 11町 r，，’＇＂＇駅 4・），／＇，：‘1・1111ャfr

で、ご来庫の上、ご相談下さい0 • •Hハス恥11!/<IJ

「蓬左」第13号 交昭和57年11月6日発行会編集・発行 ：名古屋市蓬左文庫（東区徳川H汀1001番地）

食無料 会不定期！刊行 会印刷j：大同印刷（東区泉2-3-18)
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